



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3月 1日 デビッド・ジョンソン 4 120 00 00 3月 1日 現　金 800
00 00
ジェムス・トラストウエル 4 60 00 00 ワイン
2 213 00 00
180 00 00 タバコ
2 200 14 00
．乾葡萄 2 48 00 00
10月 811 残高勘定へ、現在のコこ1床員せ戸韮 17 2547 2 5壱 ブロード 2 203 12 00
ウィリアム・ワチス 3 103 5 00
アンドリュー・ノ・ンター 3 80 00 00
アンドリュー・コブラン 3 140 00 00
家什
3 200 00 00
10月 8日 3月1日以降の損益 17 1988 11 00
738 11 5去
計 2727 2 5去 計 2727 2 5去
（左頁） 損　益　勘　定 （右頁）





3月 4 T．ピエール割引料 3 3 8 1月 12 H．バーディー割引料 1 2 10 一
4月 17 T．スミス支払利息 1 1 10 一 4月
30 諸口、仕訳帳 65 9 10
30 B．ロヤル支払利息 2 11 2
30 諸口、仕訳帳 47 1 4
資本主勘定へ、純利益 16 13 8



























































































































































































































































一 一 1，500 一 一
”チャールス・ワイズ，プリストル，現金を出資 1，500 一 一 1，500 一 ｝
3，000 ｝ 一 借方　A．B．現金係，手許現金 3，000
一 一
1181 10
一 借方　商品在庫高　ブロード380ヤード 285 ｝ 一
（12月末日）カシミヤ570ヤード 213 15 一
キャラコ245ピース 330 15 一
ワイン　8パイプ 352 一 一
7314 8 6 2654 8 6
6808 7
一 1月から3月までの合計 9072 一 皿
4494 19 6 4月から6月までの゜合計 3996 10
一
4819 15
｝ 7月から9月までの合計 4464 9 6
4660
一 一 10月から12月までの合計 2654 8 6
20693 1 6 1794年中の総取引 20187 8 一
利益 505 13 6



































リンネル1466ヤードをJ．アンドー 513 2 0
借方　リンネル 2 513　2　　0 より仕入れ現金で支払う。単値7
貸方現金 1 513　2　　0 シリング
6日
M．アームストロングよりバター 1206 0 0
借方　バター 2 1206　0　　0 500ケー一スを掛買，支払は1月以
貸方　アームストロング 2 1206　0　　0 内のこと。
10日


















7724 0 0 醤難 11031 8 1 2775S948
1量号






















































































































































1840年 一損失一 1840年 一利益一
3月31日 ホーマー・パターソン 237 19 9 3月31日 アシエ商会 148 6 0
営　業　費 483 8 0 ヘクター船 1，750 0 0
721 7 9 商　　　晶 598 16 0
木　　　綿 416 13 4
手数料 315 0 3
資本勘定鈍利益） 3，412 8 10 スリー・センツ 425 0 0
ニュヨーク向船積 480 0 0
4，133 16 7 4，133 16 7
バランス・シート
1840年 一資産一 1840年 一負債一
3月31日 現　　　金 11，613 15 0 3月31日 支払手形 2，500 0 0
受取手形 5，537 19
9
E．スミス 131 6 0
ヘクター船 9，000 0 0 W．ブラウン 291 3 9
口 0 0商　　　叩 1，500









資本勘定 33，412 8 10
W．ワトソン 873 18
0 36β34 18 7
J。ロバーツ 718 15 0
W．ジェームス 47
10 0 資産…36，334・18・7
T．ブラウン 747 10 0 負債…2，922・9・9
ウイリヤム商会 2，531 5 0 純資本33，412・8・10

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































，■●o●●●，，・・齢 3，683　2 8 純投下資本………………・°’ 2，087 0 0
●　●　●　●　・　o　o　o　o●　●　● 69　1 6 支払手形………………・・…・ 2，747 0 0


































































































2 手数料 349 48
2 損　益 349 48
31日
2 損　益 7 40
2 割引料 7 40
31日
2 損　益 12 92
2 支払利息 12 92
31日
2 損　益 158 24








2 損　益 170 92




2 E，P．ヒールド 184 81




2 E．R．フヘルトン 87 75






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 Cash＿＿fもr　Balance　in　hand．．．＿。……・…　………一…・・… 11700 o 0
1 Fu血ded　Propeτty　4，0001・at　78÷，in　the　4　per　Cents・ 3130 0 0
2 Farm　in　Ken亡………・・……………・・…・…………・……9・… 巧20 0 o
2 House　at　Richmond…・…………………・・………………… 500 0 0
2 Household　Fumiture………………・・…・……・……・……・。・ 750 o 0
2 Ship　Charlotte・my　half・・……・………　……………。・一・・… 3120 0 0
3 Mercha駄dige，　fbr　Balance　i鰍hand－……………・………・ 2165 10 6
5 Debentures，　fbτBalance　due　at　the　Custom・House 462 10 0
5 Bills　Receivable，　fbr　the　Amount　of　Bills　due　to　me 2225 10 0
6 Mllma【乳and　Son，　　　　　　　　　L13ゐ07ユ…・・…・一・・・・…　…・… 572 Io 0
6 （｝」arles　Le　Coin，　　　　　　　　　　IPαγ’s……………　………・ 389 15 o
6 Willlam　Lamos，　　　　　Bllゐoα・・………・・………・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」 428 12 0
7 Panton　a輌d　Abram，　　　　　pρ～eγ3ゐo貯gん…・・…・…・． 572 19 6
7 William　Chulmley，　　　　H伽ム配㎎ん…………・……・ 3エo 13 9
7 Edward　Taverton　　　　　　　んπs’eγ（た～飢……………… 2：6 工1 o
8 Wmia瓜Pemberton，　　　　1Vαplθs・…………・…・…… 721 13 5






8 To　Smithson　and　Co．　　　　　Loη｛Joη・…………・…・…… 820 5 0
9 Tb　Wentham　and　Hull，　　Dl’lo……………°°……… 716 9 6
9 Tb　Nicho且son　and　Hope，　　D1”o……・…・……・…・…・ 241 10 o
9 Tb　PeteτBonham，　　　　　　D”～o・…………………・… 371 19 2
10 Tb　Hon駄e　and　Jones，　　　　D”～α・………一・・……… 572 18 9
10 To　George　Holland，　　　　　　D’～’o・…・…・………°°°…・° 421 1； 6
；o Tb　Wanstead瓠d　Gill，　　　Leρゴs……………・……… 205 2 o
II Tb　Heaτy　Stanton，　　　　　Shθ〃1θ1ゴ…・…………’嫡’° 174 11 3
II Tb　Gibson　and　C＆τr，　　　　　．B∫γ7η1㎎’1α7η……・・……… 268 II 4
11 Tb　Ashfbrd　and　Son，　　　　　　　Mαηcゐes置θγ’騨゜’°’°’’”°’°’°’ 416 13 5
【【 Tb　W丘n【er　and　Wen5ち　　　あη2α∫cα一……………… 506 0 0
：2 Tb　Hampton　and（b・　　　　Df’～o・………一゜’’”°”9°°’ 173 10 0
工2 Tb　Edward　White，　　　　　　　Dfπo・……………・……… 516 14 o
13 Tb　James　Prime，　　　　　D∫’～o……………°°…”…9 516 Ig o
13 Tb　Ed血und（ン⊃nnor，　　　　　　　1万押o……　………………脚 721 18 0
；3 Tb　Richard　Broadley，　　　　　　　D’遅o……．＿＿・．．．．。．。．．＿
216 9 0
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































丁 締切前試算表 損 益 締切後試算表
るカナダ）の簿記書の中にみられる。例え
ば，わが国に最もなじみの深いBryant＆
Stratton’s　Common　School　Book－Keeping
（1861）・『帳合之法』（1871年刊の訳書）をはじめ
とする彼等の3部作がある。
　・Bryant＆Stratto11’s　High　School　Book－
　　Keeping，1860
　。Bryant＆Stratton’s　Common　School
　　Book－Keeping，1861
　。Bryant＆Stratton’s　Counting　House
　　Book－Keeping，1863
　このうち，Common　School　Book－Keeping
およびその訳書の「帳合之法』（第2編の4）
から，彼等のいうBalance　Sheetの実況を前
頁に示そう。
　また，1837年にシンシナティーで第3版が
出版されているコルト（J．C．　Colt）のThe
Science　of　Double　Entry　Book－Keeping，
etc．，（p．81）で示された　‘Grand　Balance
Sh㏄t’の実況を，本頁の上段に示そう。
　これらが，財務表（会計報告書）としての貸借
97
対照表（Balance　Sheet）ではなく，簿記の
計算・記録の領域での「精算表」（working
sheet）であることは，説明の必要がなかろう。
　さらに，1909年にアイオァで出版されたグ
ツドイヤー（Samiel　Horatio　Goodyear）の
Goodyear’s　Advanced　Accountingでは，
「2欄式バランス・シート」や「6欄式バラン
ス・シート（Six　＝Column　Balance　Sheet）
を示しているが，前者は決算整理後残高試算
表であり，後者の実況は上掲のとおりである。
　以上のようなバランス・シートの用例は，
とくにアメリカ系の簿記書には相当ひろくゆ
きわたっているように思われる。そして，そ
の基本的な認識で，は‘Balance’の‘Shect（s）’
とは，バランス（平均，均衡）を保っている表，
あるいは，貸借差額を調整することによって
バランス（平均，均衡）を保たせた表（諸表），
であるとするのである。
第3節　残高表（残高検証表）としての
　　　　Balance（Proof）Sheet
　英国の簿記書では，すでに第3章で論じた
ように，残高勘定口座への実体諸勘定の振替
に際して，仕訳帳を経由しない場合，Balance
Sheetを作成して検証（proof）を行なうとい
う手続がみられる。バランス・シートはすな
わちプルーフ・シートに外ならないのであり，
検証のための残高表なのである。この用例が，
マルコルム（A．Malcolm，1731）をはじめと
して，多くの簿記書にみられることは，第3
章・第2節で第3類型として著者名を掲示し
てある。また，米加両国における同様の用例
についても，第3章・第3節に例示してある。
第4節　残高検証表から財務表へ
　以上の実例は，いずれも，簿記の分野つま
りその計算・記録の領域におけるBalance
Sheet（s）であるが，おおむね産業革命期を境
として，会計の報告の領域におけるBalance
Sheetつまり財務表としてのそれへの機能の
転換を示すようになる。これは，極めて注目
すべき動向であった。そして，この財務表へ
の転換過程のうえで，残高勘定および残高検
証表の伝統を継承したいわゆる「大陸式貸借
対照表」と，資本（主）勘定の伝統を継承した
いわゆる「英国式貸借対照表」とに分かれて
いく点については，すでに第4章で論じてお
いたとおりである。
第6章各論V；産業革命期の簿記
　　　　改革
第1節　設　題
　産業革命はひとつの「運動」（rnovement）
であって，「時期」（period）ではない。この
運動は実は今日にまでつづいているとみるべ
きである。従って，ここで「産業革命期」と
98
よんでいるのは，時代区分上の便宜にすぎな
い。すなわち，英国における18世紀前半から
19世紀初頭頃までの時期を指している。
　英国古典簿記書の系譜を，強いて発展段階
的に区分すると，こうなる。
　第1期（イタリァ簿記の継承期）；オール
ドカッスル＝メリス（1543・1588）からダフォ
ーン（1635）まで。
　第2期（近代簿記への胎動期）；メヤー（17
36）からケリー（1801）まで。
　第3期（近代簿記の完成期）；クロンヘル
ム（1818）からバタースビー（1878）まで。
　筆者のいわゆる産業革命期とは，この第2
期から第3期前半にかけての時期である。
第2節要　旨
　この時期にみられた変革，まさに「産業革
命期の簿記改革」ともよばれるぺきものは，
総論および各論1～IVでも言及してきたが，
ここにその大綱を示せば，次のとおりである。
　（イ）メヤー（」．Mair，1736）やクロンヘル
　　ム（F．W．　Cronhelm，1818）にみられる擬
　　人的受渡説からの離脱，資本等式の確立。
　（ロ）ブース（B．　Booth，1789）に代表される
　　複合仕訳帳制への系譜。
（A）ケリー（P．Kelly，1801）にみられる理
　　論と実践の統合，その弁証法的な展開。
◎　検証表としてのBalance　Sheet（およ
　　びProfit　and　Loss　Sheet）から，財務
　　諸表としてのBalance　Sheet（および
　　Profit　and　Loss　Sheet）への機能の転換。
　以下，なるべく重複した記述を避けつつ，
要旨をのべる。
　1736年にエディンバラで出版されたメヤー
（J．Mair）のBook－Keeping　Methodiz’d：etc．
は，イタリア簿期の伝統を忠実に継承しつつ，
優れた『簿記書』の定形を確立した業績であ
った。マギー（A．Macghie，1718），マルコ
ルム（A，Ma】colm，1731）を失駆としてメヤ
英国古典簿記書（1543年～1887年）の発展史的観究（1）（久野）
一に至る系譜は，その頂点に達したとみてよ
い。これら簿記書の詳細は，いずれも第2部
「解題』にゆずり，ここではとくに，先人の
メヤー評価と，メヤーの資本等式およびその
系譜について言及するにとどめる。
　メヤーの前掲書および1768年に出版された
改訂版Book－Keeping　Modemiz’d，　etc．につ
いて，フルトン（J．W．　Fulton，1799，1800）
は，その‘Notes　to　the　Introduction’（P．17）
でいう，「メヤーによって，簿記理論の土台
が固められた」と。ここにいう簿記理論とは，
直接的には，その「資本等式」を指していると
みられる。クPtンヘルム（F．　W．Cronhelm，18
18）はいう。「最も完成されたイタリア簿記
の典型である」と。総論・各論で関説したよ
うに，メヤーの資本等式は，ケリー（P．Kelly，18
01），クロンヘルム（F．W．　Cronhelm，1818）へ
と着実に継承されていくのである。
　イタリァ簿記の導入に当って，「与うべし」
・「得べし」あるいはPer／Aといった貸借の区
別を，借方（主）Debtor，貸方（主）Creditorと
意訳した英国は，当初から擬人的受渡説の色
彩が極めて濃厚であり．この伝統は極めて根
いものがあった。この間にあって．擬i人的受
渡説の限界を明察し，簿記の「理論」（logic）
を追求して資本等式の確立に貢献したメヤー
の業績，あるいは「財産等式」を提唱したステ
ファンズ（前出）の業績は，高く評価されるべ
きである。このほか，メヤーは，当座帳（日
記帳）と仕訳帳とを合併したいわゆる仕訳日
記帳（journal－day　book）の様式を提案して
いる（前出）。この先駆的な業績も見落せない。
　1789年にブース（B．Booth）のA　Complete
System　of　Book－Keepi皿g，　etc．が出版されて
いる。既述したように，この簿記書が複合仕
訳帳制の系譜を定着させた功績は大きい。こ
こでは，とくにこの帳制が着実に後世に継承
されていった事実を指摘するにとどめる。
すなわち，ケリー（P．Kelly，1801），セジャー
（工Sedger，1807），モリソン（J．　Morrison，1808），
99
ペプス（T．Pepps，1818），コリー（P．　Cory，18
39）フオスター（B．Foster，1843）である。
　メヤーとブースとは，まさしく，「理論派」
と「実践派」の両巨頭であったとみられる。
　そして，この両派を統合し，理論と実践と
の弁証法的な展開に貢献した人物こそ，ケリ
ー（P．Kelly）その人であった。彼は，1801
年にThe　E】ements　of　Book－Keeping，　etc．
をロンドンで出版した。　当時，Finsbury
Square　Academyの校長であった。彼は，
1756年生まれの著名な数学者で，後にTrinity
Houseの試験官をつとめている。
　彼の簿記書は，一応，定石的な解説の順序
をふんでいるが，とくに，次の諸点が注目さ
れる。
　（イ）序論で「簿記小史」を記述している。
　（ロ）39頁以下で「改良された様式による実
　　務簿記の仕組」を解説しており，その内
　　容は，ブースの系譜の複合仕訳帳制を前
　　提とする月次総合仕訳帳制である。ブー
　　スを高く評価しており，序論の8頁では，
　　ブースの簿記書をあげ，「自著で利用し
　　た唯一の参考文献」であるとしている。
　ケリーの真骨頂は，「まえがき」の末尾に
みられる次の文章によくあらわれている。す
なわちいう。
　「一方には，実務の不断の改良に注意をむ
けることなく簿記の諸原理を解説してきた多
くの教師達がおり，他方には，簿記の諸原理
を説明せずにもっぽら実務の改良を提案して
きた商人達がいる。これら二派の簿記家の業
績は，ともに極めて有益であり，それぞれの
長所を統合することこそ，本書の意図すると
ころである。私は，教師達の基礎的な教育と，
商人達の実務上の改良とを結びつけようと努
力してきた」と。
　なお，Balance　Shoet（s）の機能の転換につ
いては，すでにのべたのでくりかえさない。
ただここでは，産業革命期を境として，もと
もと簿記の計算・記録の領域における「検証
表」（Proof　Sheet）であったBalance　Sheet
（およびPro丘t　and　Loss　Sh㏄t）が，会計
報告書たる財務諸表としてのBalance　Sheet
（およびPro丘t　and　Loss　Sheet）に展開し
ていったことを重ねて強調しておこう。詳し
い考証は行なっていないが，チャトフィール
ド（M．Chat丘eld）は，　A　History　of　Accoun・
ting　Thought（1974）のPart　I，　Chapter　6
‘Evolution　of　Account　Books　and　Financial
Statements’の冒頭（p．64）で，この間の事情
の一一egを次のようにのべてい66
　　‘‘Before　the　Industrial　Revolution　they
（finallcial　statements）were　usually　prepared
as　arithmetic　checks　of　ledger　ba】ances．
Afterward　the　roles　were　reversed　and　it
was　account　books　which　were　recognized
to　facilitate　statement　preparation．，，
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